
1五力を書きだすときは個別に書きだす。

物体をA、 （水十容器）をBとする。
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Mg=WoよってFA→B=PVg
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関係1に坂作用の関係
INB→AI=NA→か
まよってな→B=PVg

つりあいの式をたてる
A PVg+NB→A=mg ⇒ pvg+N=mg...の

B N台→B=FA→B+WotNA→B ⇒N台→B=PVgtWo tN・・・②

①より N=mg - o rg
② に 代 入 し て

N台→B=pvg+Wot mg-pvg
品N台→B=mgtw.TLい（I)

T1解AとBを1つの系として考
えると
( A tB)-TffN台→B つりあいより

- tgii N台→B=mgtw.netに）


